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４日人権講演会を行い、NPO法人ミントハウスの東森二三子さんから「命のつながりや家族の大切

さ、生命誕生を通しての親の想い、一人ひとりがかけがえのない存在」についての話がありました。  

人権とは、「すべての人が生命と自由を確保し、幸福を追求する権利」「人間が人間らしく生きる権

利」「生まれながらもっている権利」です。すべての人間が人間として尊重され、自由であり、平等

であり、差別されてはならない国際社会の基本的ルールです。 

２０世紀には、世界を巻き込んだ戦争が２度も起き、第２次世界大戦では、特定の人種の迫害、大

量虐殺などの人権侵害、人権抑圧が横行しました。終戦後、人権問題は国際社会全体にかかわる問題

であり、人権の保障が世界の平和の基礎であるとの考えが主流となり、１９４８年１２月１０日、国

際連合総会において、全ての人民とすべての国が達成すべき共通の基準として、「世界人権宣言」が

採択されました。世界人権宣言は、基本的人権尊重の原則を定めたものであり、人権保障の目標や基

準を初めて国際的にうたった画期的なもので、採択日の１２月１０日は「人権デー」と定められてい

ます。日本では４～１０日までの１週間を人権週間と定め、昭和２４年（１９４９）から毎年、人権

啓発活動を特化して行っています。 

皆さんの身の回りにもたくさんの人権問題があ

り、授業等でも多くのことを学んでいます。正し

い知識を得、「自分ごと」として考え、正しく判断

し、行動する勇気が必要です。 

今回の講演会では、整然と入場・整列をし、集

中して話を聞くことができました。入場前から体

育館にいらっしゃった東森さんから「素晴らしい

生徒さんですね」とお褒めの言葉をいただきまし

た。皆さんの行動が話す人を良い気持ちにさせま

した。これも相手の立場や気持ちを考えた人権と

深い行動です。玉島北中学校の皆さんの力に拍手です。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 教育目標  人格の完成をめざし ともに学び 思いやりの心をもち 

 たくましく生きる生徒を育成する
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岡山県児童生徒科学研究発表会へ地区代表として、    さんが「ウイルス菌にもカビにも負けない湿度

～7年間の研究を通して～」の発表をしました。緊張した中での発表、お疲れさまでした。 

岡山県児童生徒絵画展    「さん太特別賞」 

岡山県未来の科学の夢絵画展 「知事賞」   

              「金賞」  

              「銀賞」  

岡山県児童生徒啓発ポスター展 「入選」  

おめでとうございました。部活動と共に文化的活動も頑張っています。 

 

玉島北公民館でも人権に関する多く

のポスターや標語が展示されました。 
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